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 要 旨   
背景： 
アルコールを飲んだ後に顔面紅潮を示す日本人がいる。顔面紅潮はアセトアルデヒド血

症によって引き起こされると考えられている。血液中のアセトアルデヒド濃度上昇はアセ

トアルデヒド脱水素酵素(ALDH)の触媒作用の活性と関係がある。 ALDH2 酵素活動の変調

が起こることにより、アセトアルデヒド脱水素酵素(ALDH)-2 遺伝子多型（ポリモルフィズ

ム）(rs671、Glu504Lys)は上気道消化管(UAT)癌に関連していることが知られている。顔

面紅潮が ALDH2 遺伝子多型の代理マーカーとして UAT 癌の危険を予測する際に役に立つ

かどうかについては論議の余地がある。 
目的/方法： 
我々は、UAT 癌のリスクと顔面紅潮、ALDH2 遺伝子多型の関連を評価するためにケー

スコントロール研究を行った。愛知がんセンターの 585 人の UAT 癌患者をケースとし、癌

患者でない対応した 1170 人の外来患者をコントロールとした。顔面紅潮と他の生活環境因

子に関する情報を自己記入質問紙で集めた。顔面紅潮、遺伝子多型、UAT 癌との関連につ

いて条件付きロジスティック回帰モデルを使用し、オッズ比と 95%の信頼区間で評価した。

結果： 
ALDH2Lys 対立遺伝子座(allele)は UAT 癌に有意に関連していたが、顔面紅潮は UAT 癌

と有意な関連はなかった。顔面紅潮と ALDH2 遺伝子型の誤分類はコントロールの ALDH2 
Glu/Glu 遺伝子型 18%とコントロールの ALDH2 Glu/Lys 遺伝子型 16%で観測された。 
結論： 

UAT 癌の危険を予測するには顔面紅潮は ALDH2 遺伝子多型ほど役に立たなかった。 

  




